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「
生
よ
繁
殖
よ
」
に
つ
い
て

「
生
よ
繁
殖
よ
」
に
つ
い
て

海

崎

堅

造

茜
約
聖
書
に
於
て
「
生
よ
繁
殖
よ
」
と
云
ム
言
葉
及
び
そ
れ

に
類
す
る
言
葉
は
h

大
概
創
世
記
に
多
〈
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
た
れ
ら
を
網
羅
し
て
見
る
と
、
思
怨
的
に
二
つ
の
段
階
に

分
け
ら
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
の
第
一
は
一
般
人
類
に
閲

し
て
自
然
と
り
閥
聯
に
於
て
、
印
ち
動
物
干
植
物
と
の
関
税
に

於
て
見
る
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
謝
し
て
第
二
は
古
代
猶
太

白
園
民
的
範
固
に
閲
し
て
、
主
と
し
て
自
己
白
民
肢
と
か
園
土

と
か
に
閥
し
て
考
察
す
る
己
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ぽ

創
世
記
白
第
一
章
二
十
二
筒
、
二
十
八
節
、
第
八
章
十
七
筒
、

鱒
九
掌
一
節
及
び
同
七
節
友

E
は
E
に
杭
者
白
揚
合
で
る
る
の

に
謝
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
の
父
祖
に
つ
い
て
民
族
白
繁
柴
と
園

士
一
の
横
張
と
を
蓮
べ
た
創
世
記
第
十
二
章
ご
節
以
下
、
第
十
一
一
一

章
十
四
節
以
下
、
第
二
十
六
幸
四
筒
、
同
二
十
二
節
以
下
、
第

第
五
十
四
巻

向

靖

披

二
十
八
掌
十
三
節
以
下
及
び
第
四
十
六
幸
三
筒
な
ど
が
後
者
の

揚
合
で
あ
る
。

と
と
る
が
己
れ
を
更
に
文
献
的
に
見
る
と
、
犬
鱒
前
者
が
所

謂
F
文
献
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
が

J
文
献
叉
は
E
文

献
に
属
す
る
も
白
で
あ
る
。

p
文
献
と
い
ふ
の
は
、
先
建
白
如

rd、
大
岨
川
西
紀
前
六
世
紀
の
頃
、
-
文
献
は
同
九
世
紀
頃
、

E

文
献
は
同
八
世
紀
頃
記
遁
叉
は
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

従
て

1
丈
献
は
記
漣
年
代
が
最
も
醤
い
も
の
で
あ
る
白
に
針
し

て、

P
文
献
は
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
作
ら
れ
た

時
代
は
、
ィ
'
ス
ラ
ヱ
ル
民
族
が
カ
ナ
ン
の
地
に
入
り
王
図
を
建

ι

設
し
、
南
北
二
朝
に
分
れ
た
と
い
ふ
時
代
で
あ
る
。
従
て
内
民

危
機
を
争
み
、
外
に
外
園
の
感
誼
が
加
は
わ
り
つ
i
A

あ
る
時
で
あ

っ
た
か
ら
し
て
、
営
然
に
肖
己
園
力
の
一
充
賓
が
最
も
要
求
さ
れ

た
時
代
で
あ
る
。
従
て
彼
等
の
父
阻
の
事
績
を
遁
ペ
る
に
嘗
つ

で
も
営
然
に
そ
の
民
族
D
繁
楽
企
図
土
の
損
張
と
が
ひ
た
す
ら

希
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
之
に
射
し
て

P
文
献
が

な
さ
れ
た
時
代
は
、
既
に
し
て
南
北
三
朝
は
倒
れ
、
或
は
北
に

或
は
東
に
捕
は
れ
た
後
に
、
再
び
故
固
に
蹄
へ
る
こ
と
が
出
来

拙稿、「古代指太共同慢の形態i、本誌喧昭和困、 II)J旗、九O頁。



た
が
、
ま
た
新
し
い
外
閣
の
支
配
と
影
響
と
の
下
に
あ
る
や
う

に
左
っ
た
。

E
の
時
に
於
て
は
、
自
己
民
族
白
繁
栄
と
か
闘
士

白
蟻
張
と
か
白
一
眼
前
。
柴
観
的
希
望
は
既
に
幻
滅
化
し
て
、
む

し
ろ
却
で
よ
り
雄
大
な
、
永
蓮
的
且
つ
惟
界
的
危
計
劃
へ
と
希

雨空予 〉議

i 議会這
当

D 源ぢぜ望
でどす

あかる
る D 干
o 問 う

題に
を 注
取っ
扱た
A‘。
やこ
う誌
にに
な於
って
た字
、宿

〆と章。
さ遣
う と
思古当

は人
れ類
る始

か
〈
て
、
創
世
記
に
現
は
れ
た
「
生
土
繁
殖
よ
」
の
言
葉
に
つ

い
て
は
、

ζ

れ
を
思
想
的
に
見
て
も
、
文
献
的
に
凡
て
も
、
こ

つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
。
一
つ
は
人
類
的
・
自

然
的
で
あ
り
、
他
は
民
族
的
・
闘
士
的
で
あ
っ
て
、
且
つ
前
者

は
比
較
的
薪
七
い
文
献
、
後
者
は
比
較
的
奮
い
文
厭
で
あ
る
と

い
ふ
と
と
が
わ
か
る
叶

モ
と
で
「
生
よ
繁
嫡
上
」
に
ワ
い
て
む
り
概
括
的
に
一
示
す
た
め

i

に
は
ぜ
比
較
的
に
新
し
い

P
文
献
に
よ
る
の
が
趨
営
で
一
あ
る
。

そ
E
で
自
ら
創
世
記
第
一
章
二
十
八
簡
の
、
人
口
に
最
も
謄
炎

し
九
る
伺
、
、
「
榊
彼
等
を
蹴
し
紳
彼
等
に
言
た
ま
ひ
け
る
は
、

「
生
よ
繁
殖
よ
」
に
つ
い
て

〆

の生空
烏 よ即

と繁s

地殖a
.~上

勤地
〈 に
PJi" 繭易
D 盆て
諸土ょ
ので之

生=を
物~ ):fll1:: 
E 従剥
治せ柚

め よ
よ 。

モー 叉
に海
つの
い魚
て と
遁 天モ
ペ空

る
己
v
t
比
す
る
が
、
特
民
そ
の
中
の
五
つ
白
動
詞
に
つ
い
て
語

義
を
遁
ぺ
る
己
と
に
よ
っ
て
そ
D
思
想
を
窺
っ
て
見
た
い
と
思

』、。
(
イ
)

生
よ
ー
ー
と
の
原
語
官
同
聞
は
「
果
貫
主
賓
ら
せ
」
と

云
寸
ふ
意
味
で
あ
る
。
英
語
で
は
国

O
E民
一
色
、
濁
需
で
は
白
色
白

、
、
、
、

明日

n
z
g『
で
あ
お
。
従
て
寧
ろ
旧
地
質
を
鷲
ら
ず
般
態
に
あ
れ
と

云
ふ
意
味
に
近
い
。
E
れ
は
一
岬
が
人
租
(
男
・
女
)
に
謝
し
て
去
っ

た
制
隔
の
言
葉
T
あ
る
。
県
貫
主
賓
ら
し
生
を
作
る
と
い
ふ
己

主
は
、
直
接
的
に
は
ス
間
白
業
で
は
あ
る
が
、
左
ほ
モ
れ
に
は

神
の
業
が
備
へ

ιれ
で
ゐ

Z
己
と
を
意
味
す
る
。
帥
ち
人
ー
聞
の

生
の
前
に
、
準
備
と
し
て
自
然
及
び
動
植
物
界
へ
も
増
殖
D
悶

幅
が
輿
ヘ
ー
ら
れ
て
ゐ
弘
己
と
を
見
て
明
か
で
高
る
。
従
て
と
の

、
「
生
よ
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
受
身
を
根
祇
に
置
い
た
と
己
る
め
能

動
で
あ
る
ム
」
云
ム
と
と
が
出
来
る
。

繁
猫
よ
ー
ー
と
の
原
語
日
冨
の
意
味
は
「
多
く
た
れ
」

叉
は
「
多
〈
あ
れ
」
(
量
、
質
共
同
v
と
い
ふ
白
で
あ
る
。
英
語
は

(

ロ

)

第
五
ヂ
四
巻

一

第

醜

創世記、"担;8: 17; 9・J，7 (P)o .) 



Z
Z繁
雄
よ
」
に
ワ
ピ
-L

自
己

E
Z『
、
凋
詩
は

E
O
Z
E
で
あ
る
。
郎
ち
果
賓
が
膏
ら
さ
れ

Z
の
み
で
友
〈
、
一
屠
そ
れ
が
繁
殖
し
て
何
倍
か
に
靖
夫
す
る

己
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
従
て
ま
で
た
E

D
「
多
〈
詮
れ
」
と
は
、
そ

の
中
陀
既
に
マ
ヰ
ナ
ス
(
減
少
・
死
)
を
含
め
て
ゐ
可
、
そ
れ
K

も
不
拘
一
段
ほ
増
加
す
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
己
と
は
、
己
の
文

意
を
見
て
も
、
そ
白
営
時
の
欣
態
を
見
ー
も
明
か
で
る
る
。

(
ハ
)
満
盈
よ

l
J
E
の
原
語

E
E祖
国
は
「
一
杯
に
左
れ
」
と

い
ぶ
意
味
で
あ
る
。
英
露
は
目
1
0ロ
官
『
、
猪
調
揮
は

E
-
F向
。
櫛

暑

伝

的

盈
よ
の
代
り
に
一
偉
く
一
三
島

EZ)
を
用
ぴ
た
揚
合
も
あ
る
が
、

同
じ
意
味
で
あ
る
。
な
ほ
「
地
に
」
浦
致
よ
と
あ
る
が
、

E
の
地

{oEι
と
は
庚
〈
一
般
に
地
球
上
を
指
ず
と
も
見
ら
れ
る
が
、

既
に

I
文
献
に
於
て
は
己
れ
を
「
園
」
又
は
「
夫
下
」
と
課
す
べ
き

用る揚
ひ園、合
らをに
れ指用
る すひ
。キて

うゐ
で る
あ。

る従
。.て

従モ
ての
ま 揚
た合
寓、は
邦、ー
と 定
いの
ふ限

霊長
に方号
も砂

服
従
せ
よ
|
|
原
語
官
官
官
は
、
脚
下
に
敷
町
帥
ち

叶
征
服
せ
よ
」
と
い
ふ
強
い
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
英
詩
は

Eげ

Y

含
命
、
調
諦
は
ロ
ロ
円
耳
目
で
あ
る
。
「
之
を
」
服
従
せ
よ
の
之
と

で
一
)

第
五
十
四
巻

は
何
を
指
す
か
。
地
を
指
す
こ
と
明
か
で
あ
る
。
従
て
前
掲
の

如
く
、
国
巴
在
意
古
押
し
、
そ
己
に
於
け
る
諸
生
物
を
も
意
味
す
る

回

童書

、観

回

も
白
と
息
品
。治

め
よ
[
|
原
諸

Z
舎
の
意
味
は
「
支
配
せ
よ
」
で

あ
り
、
前
掲
「
ー
服
従
せ
よ
」
と
徐
り
意
味
は
建
は
十
社
い
が
、
強
引
い

て
一
宮
へ
ぽ
「

J

服
従
せ
よ
L

は
直
接
的
で
且
つ
意
味
が
強
い
。
そ
れ

に
岨
到
し
て
「
治
め
主
L
は
間
接
的
で
幾
ら
か
弱

h
。
後
者
は
地
b
z

指
す
よ
J
ー
は
、
そ
の
上
の
も
の
即
ち
諸
生
物
を
指
す
。
英
語
は

E
S
号
E
E
E
2
2
と
一
宮
び
、
濁
理
揮
は
』
M
O
S
}百
円
固
宮
司
と
云

品
。
と
の
治
め
よ
は
二
十
八
節
に
於
で
は
「
海
の
魚
と
天
空
の

烏
と
地
に
動
ぐ
所
の
諸
の
生
物
い
を
指
し
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
は

こ
十
四
節
に
も
二
十
六
節
に
も
示
さ
れ
た
と
と
る
で
あ
る
。
と

の
劃
象
に
謝
す
る
関
係
が
如
何
詮
る
も
の
で
あ
る
か
は
詳
し
〈

は
舟
か
ら
一
泣
い
が
、
唯
食
物
の
関
係
忙
ワ
い
て
白
み
は
次
白
二

た

ね

〈

き

た

租

十
丸
節
に
、
「
我
金
地
の
面
に
あ
毛
賓
誠
の
在
る
諸
の
車
競
と
核

あ
る
村
智
の
山
相
る
諸
の
樹
-
Z
E
放
等
忙
奥
ム
。

E
れ
は
汝
ら
の

糧
と
た
る
べ
し
」
と
あ
る
の
で
明
ー
か
で
あ
る
。
従
て
此
鹿
で
は
、

人
聞
は
動
物
を
食
用
止
せ
守
1

、
ま
夜
植
物
に
じ
て
も
種
の
成
る

オ言
) 

官目、 '8"7;9'7(P)。
但〆し、ノ?既後に於でほ動物白肉をも食Lた。併LI血白意ミに貴ナべから
ず」と白規定がある。創、 9・3，40

3) 
4) 



草
木
に
限
る
と
し
て
ゐ
る
。
+
ん
も
二
十
七
節
と
二
十
八
筒
E
を

相
側
立
さ
せ
て
、
営
時
人
口
に
脂
笈
さ
れ
て
ゐ
た
歌
で
あ
る
ん
」
す

れ
ば
、
自
ら
意
味
が
具
っ
て
来

τ、
二
十
九
節
以
下
は
そ
の
説

¥
 

明
に
た
ら
宇
、
二
十
人
筒
の
「
治
め
よ
し
は
も

J

つ
み
」
庚
い
意
味
に

-
た
る
で
あ
ら
う
。

-
な
ほ
創
世
記
第
二
挙
第
四
節
以
下
に
は
、

J
女
献
忙
基
い
て

同
様
な
人
類
始
岨
の
と
と
が
漣
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
十
五

量
百

筒
K
「
之
を
理
め
之
を
守
ら
し
め
L
た
と
あ
る
。
そ
の
「
之
」
と
は

所
絹
「
Z

デ
ン
の
園
内
じ
を
指
す
。
己
の
「
理
め
」
の
原
語
号
喜
の
〆

意
味
は
「
耕
せ
」
で
あ
る
。
英
語
は
骨

2
、
濁
課
は

E
E
o。
ま

た
「
守
れ
」
と
は

m
r
b
E
E
F
で
「
街
れ
」
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
英

語
は
『
作
品
、
濁
詳
は

g
z
z
s。
理
め
る
と
は
、
ぞ
れ
自
身
の

持
つ
本
飛
の
能
力
を
積
極
的
に
稜
揮
さ
せ
る
と
云
ふ
梢
々
針
内

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
針

L
で
守
る
と
は
、
外
敵
D
来

ら
ざ
る
や
う
看
腕
し
、
そ
れ
を
防
ぎ
、
妨
げ
を
取
り
除
く
と
云

ふ
意
味
で
あ
る
。
粉
々
消
極
的
危
針
外
的
危
働
昔
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
と
の
繭
者
と
も
前
掲
の
「
服
従
せ
よ
」
又
は
「
治
め
よ
」
の

中
に
自
ら
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
も
白
と
思
ふ
。

「
車
よ
繁
殖
よ
」
に
つ
い
て

-
Z
 

以
上
の
語
伺
を
過
し
て
示
さ
れ
た
古
代
猶
太
白
人
口
観
或
は

自
然
・
吐
舎
秩
序
に
射
す
る
閥
係
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
。
要

黙

を

掲

げ

る

と

、

'

第
一
は
、
人
口
を
貸
存
的
人
聞
の
翻
附
酬
に
於
て
考
察
す
る
己

在
。
人
間
が
存
立
す
る
己
と
自
慢
を
根
極
的
に
問
題
と
す
る
。

、'
岨中ー一一...~~.~ぷ~→ー一 ~ーι一一一

従
て
人
間
は
何
に
依
つ
で
あ
る
白
か
、
如
何
様
に
し
て
生
は
作

ら
れ
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
己
と
が
問
題
と
た
る
。
人
間
四
生

は
、
多
く
白
自
然
・
生
物
と
共
に
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
と
、
主
党
人
問
。
生
は
他
を
生
な
能
力
を
も
同
時
に

附
奥
さ
れ
た
己
と
、
従
で
「
生
め
よ
」
と
の
紳
の
椀
繭
の
言
葉
に

基
い
て
生
む
己
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
自
点
、
人
間
が

人
間
を
生
む
と
と
の
前
に
、
生
む
者
自
身
が
生
ま
さ
れ
た
と
と

及
び
坐
む
能
力
を
も
興
へ
司
ら
れ
た

h
云
み
ご
と
を
自
覚
し
一
泣
け

れ
ば
た
ち
た
い
。

併
し
人
聞
は
常
に
必
守
し
も
乙
れ
を
自
費
し
叉
は
肯
定
し
た
引

い
。
入
問
。
生
は
人
聞
の
意
慾
に
基
〈
以
外
の
何
も
の
で
も
恋
川

い
と
す
る
も
の
が
い
多
い
。
紳
を
認
め
歩
そ
の
律
法
医
背
〈
己
圭
ー

を
罪
と
云
ム
。
己
の
罪
陀
よ
っ
て
人
聞
の
生
に
は
白
死
が
這
入
つ

5) 

宙
開

E
+四
巻

五

郵一一割

五

l、



「
生
よ
繁
殖
よ
」
に
つ
い
て

て
来
た
。
そ
し
て
死
は
生
の
終
り
に
来
る
の
で
は
左
〈
し
て
、

常
民
そ
の
生
白
裏
に
ひ
そ
む
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
は
、
人
口
の
増
殖
は
本
来
神
白
制
帽
で
あ
っ
売
己
と
。

散
に
「
繁
殖
よ
地
に
漏
盈
よ
」
と
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
人
類
或

は
民
族
は
繁
栄
し
岡
土
は
損
張
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
紳
が
ア

さと東プ
J弘、爾北ヲ
L"'の南ハ

と荷主ム
あに略 。へ
る典主主ぞ D

.1，め言
ぺ。葉

し凡に
そ「

我 放爾
繭がの
の観 目
後す るを
育急所事
をので
地 地爾
のは む
塵ナ 我居
沙な之る
のを魔
女日永よ
< <り
た爾困

然
る
民
、
人
間
の
生
が
一
刊
の
業
で
は
た
〈
て
人
聞
の
恋
意
に

基
〈
も
の
で
あ
る
と
す
る
や
う
に
恋
っ
て
か
ら
、
即
ち
罪
圭
死

を
が
這
入
り
込
ん
で
か
ら
は
、
増
殖
は
必
や
し
も
祝
隔
で
は
た

〈
、
却
て
多
〈
は
呪
ひ
と
た
っ
た
u

か
〈
て
生
白
崎
明
殖
は
ま
づ

〈
る
し
み
乃

女
に
と
っ
て
「
懐
妊
白
劫
掠
」
と
註
っ
た
と
。

第
三
に
、
人
口
は
自
然
或
ば
生
品
川
諸
依
件
に
封
し
て
、
本
来
は

一
脚
の
翻
耐
に
よ
る
一
定
の
秩
序
闘
係
に
あ
っ
た
。
即
ち
調
和
が

あ
っ
た
。
入
聞
と
同
然
又
は
生
物
に
封
ず
る
支
配
闘
係
は
、
食

糧
忙
闘
し
て
さ
へ
詳
細
な
秩
序
が
保
た
れ
て
ゐ
た
と
と
。
然
る

第
五
十
回
毎

第ー

揖

プて

六

忙
乙
れ
が
現
貨
に
於
て
は
従
れ
た
。
モ
れ
は
罪
と
死
と
を
荷
負

一

割

ほ

め

ふ
人
聞
に
於
て
、

A
7
ゃ
「
面
K
汗
し
て
(
」
働
か
ね
ば
詮
ら
や
、
而

も
「
曲
目
苦
し
て
食

E
偽
」
る
白
が
男
の
務
め
と
な
ヲ
た
ど
。

か
と
て
、
か

aZG現
賓
心
不
調
和
か
ら
、
如
何
に
し
て
本
来

白
調
和
、
一
紳
の
椀
幅
或
は
紳
の
秩
序
を
取
り
戻
す
か
ど
、
古
代

猶
太
人
司
翻
白
最
後
D
課
題
と
友
っ
た
。
酷
薄
な
る
自
然
と
悪

意
に
芳
て
る
吐
舎
と
に
勤
し
て
、
f

意
力
を
以
て
劉
立
し
一
が
他

を
克
服
せ
ん
と
す
る
態
度
に
於
て
混
さ
れ
る
か
。
何
ち
限
ら
れ

r

た
る
自
然
忙
謝
し
て
人
聞
は
相
互
に
闘
宰
を
以
て
釘
閲
せ
ん
と

す
る
の
で
あ
る
か
又
は
生
に
つ
い
で
〆
は
救
済
と
い
ふ
己
と
に
よ

っ
て
罪
を
克
服
し
、
出
生
と
増
殖
に
つ
い
て
は
復
活
に
よ
っ
て

死
を
克
服

L
、
自
然
と
の
閥
係
に
つ
い

τは
奉
仕
に
よ
っ
て
葬

者
を
克
服
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
古
代
治
太
に
あ
っ
て
は

勿
論
十
分
忙
で
は
左
か
っ
た
が
、
そ
の
後
者
白
、
方
向
を
た
ど
ワ

た
と
は
云
へ
る
。

(
世
)
「
生
よ
紫
殖
よ
」
な
る
言
葉
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
思
想
に
ワ
い
て

は
、
古
来
多
〈
の
人
に
よ
っ
て
直
接
・
間
接
に
問
題
4
せ
ら
れ
た
が
、
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ス
ミ
ル
ヒ
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四
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年
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宇
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人
目
前
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な
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有
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あ
争
。
な
ほ
最
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に
於
て
も
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例
之
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者
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垣
百
E
Z
帝
国
円
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。
ー
に
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て
己
白
種
目
問
題
に
関
聯
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て
論
争
が
行
は
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た
の
を
且
る
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で
あ
否
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